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○
鑑○消防団長あいさつ

○

○大船渡市漁業協同組含、㈱アマタケに
消防団協力事業所表示証を交付

○平成22年消防出初式

○猪川町消防団100周 年記念

○虫肖ノ浦小学校防火作品

○叙勲受章者、市政功労受賞者紹介
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⑰
新
し

い
年

を

迎
え

て

大

船

渡

市

消

防

団

団

長

今

野

武

義

平
成

22
年

の
輝

か
し
い
新
春

を
迎

え
、
市

民

の
皆

さ
ま
に
謹

ん
で
ご
あ

い
さ

つ
を
申

し
上
げ

ま
す
。

皆

さ
ま
に
は
日
ご

ろ
よ
り
消
防
団

活
動

に
対
し
、
深

い
ご
理
解
と
ご

協

力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し

上
げ

ま
す
。

さ

て
、

平
成

21
年
を
振

り
返
り
ま

す
と
、

本
年

の
4
月
に
団
長
を
拝
命

い
た
し
、

そ

の
重
責

を
痛
感

し
て
い

た
矢
先
に
、

火
災

が
4
月
に
4
件
、

5
月
に
3
件
と
例
年
に
な
く
速
い
ベ
ー

ス
で
発
生

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ

を

受
け
非
常
事
態

と
判
断
し
、

4
月
に

特
別
敬言
戒

を
実
施

し
て
火
災

予
防

を

徹
底
し
た
と

こ
ろ
、

以
後

の
火
災

の

抑
止
に
大

き
な
効
果

を
得

る
こ
と

が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

9
月
に
南
太
平
洋
サ

モ
ア

諸
島
付
近

で
発
生
し
た
地
震
に
よ

る

津
波
注
意
報
に
対
し
、
津
波
到
達
時

間
が
長

い
と

い
う
前
例

の
な

い
注
意

報

で
あ
り
ま
し
た
が
、

水
門
閉
鎖

か

ら
避
難
勧
告

と
的
確

な
初

動
体
制
、

そ
し
て
長
時

間

の
警

戒
を
混
乱
な
く

実
施

す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ

れ
ら
は
、
市

民

の
皆

さ
ま
を
は
じ
め

関
係

各
位

の
ご
指
導

と
団
員
各
位

の

た
ゆ

ま
ぬ
訓
練

の
た
ま
も

の
で
あ

る

と
確
信
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し

か
し
、

こ
の
こ
と

か
ら
も
分
か

る
よ
う

に
、
災
害
は
複
雑
多
様
化

の

傾
向
を
強
め

て
お
り
、
集
中
豪
雨
な

ど
予
測
し
が
た

い
自
然
災
害
も
増
加

し

て
お
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
中
、
新

た
に
大
船
渡

市
漁
業
協
同
組
合
様

と
㈱

ア

マ
タ
ケ

様

が
、
消
防
団
活
動

へ
の
協
力
な
ど

防
災
活
動
に
対
す

る
社
会
的
貢
献
が

評
価
さ
れ
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証

が
交
付
さ
れ
た

こ
と
は
、
誠
に

喜
ば
し
く
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

消

防
団

の
任
務

は
、

「自

分

た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」

と

い

う
使
命

感

の
も
と
、

地
域
住

民

の
生

命
、
身

体
、

そ
し
て
財
産

を
火
災

や

災
害

か
ら
守

る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

大
船
渡
市

民
が
安
全

と
安
心

を
実
感

で
き
る
住
み
よ

い
郷
土
に
す
る
た
め
、

わ
れ
わ

れ
消
防
団

は
、

よ
り

一
層

の

団
結
と
訓
練

を
重
ね
、
あ
ら
ゆ

る
災

害

に
対
応

で
き

る
防
災
力

の
強
化

に

向
け

て
、
さ
ら

に
精
進
す

る
こ
と

を

決
意
す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
方

の
ま
す
ま

す

の
ご

健
勝
と
、

平
成

22
年
が
災
害

の
な

い
明
る

い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う

ご

祈
念
し
、
ご

あ

い
さ

つ
と

い
た
し

ま
す
。

』2-7ヱ 』折ス欝

回

1魎 質馨1羅 部'
〆一 所属 第2分 団 第1部V

氏名 菅 原 友 哉

一
所属 第3分 団 第1部 、

氏名 橋 本 佳 明

1一 年齢22歳

監 繋i叢 人
消防団に対しての希望

,毎 ξ§。,年 齢22歳

顛 趣味 読書

血 謹≧ 好きな女1生のタイプ
ー緒にいて安らげる女性

.`し 年 齢24歳
9恥

・ ノぜ 趣味 散歩
》 好きな女性のタイプ

誠実な人

まだまだ分からない事だらけですが、
一生懸命市民の皆さんの安全のため

に、頑張りたいと思います。

先輩から一言

消防団に対しての希望

頑張りますので、ご指導よろしくお

願いします。

消防団に対しての希望

物覚えが悪いので、分からない所

はどんどん聞きたいと思います。よろし

くお願いします。
フレッシュな新入団員の加入を、み

んなが歓迎しています。素直でまじめ
先輩から一言 先輩から一言

な興くんです。地域のために、 一緒 に 頑張り屋でしっかり者の友哉くんの これからの活躍を期待しています。
頑 張 りましょう。殴

.ノe舌躍を、期待しています。 ノ＼、 一緒に頑張りましょう。 ノ
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一
ご消防亘

平
成

22
年

1
月

10
日
、
大
船

渡

市
消
防
出
初

式
に
先
立

ち
、
大
船

渡
市

消
防
団
協

力
事
業
所
表

示
証

交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

交
付

式

で
は

ー
,
0
0
0
人

以

上

の
消
防
関
係
者

の
見
守

る
厳
粛

な
雰
囲
気

の
中
、
大
船
渡
市
漁
業

協

同
組
合

(岩
脇
洋

一
代
表

理
事

組
合

長

・
本

所

赤
崎

町
字

蛸

ノ

浦
)
、

㈱

ア

マ
タ
ケ

(甘
竹

秀
企

代

表
取

締
役

社
長

・
本

社

盛
町

字

二
本
枠
)

の
2
事
業
所

に
、
甘

竹
市
長

よ
り
表

示
証
と
交
付
書
が

交
付
さ
れ
ま
し

た
。

両
事
業
所

に
は
、
消
防
団
員
が

10
数
人
ず

つ
在
籍
し

て
お
り
、

勤

務
中
に
お
け

る
消
防
団
活
動

へ
の

配
慮
や
、
社
会
貢
献
な
ど
が
評
価

さ
れ
、

消
防
団
長

の
推
薦
に
よ
り

市
が
認
定
し
ま
し
た
。

平
成

19
年

3
月

の
制
度
導
入
以
来
、

こ
れ
で

6
事
業

所

へ
の
交
付
と
な
り
ま
し

た
。
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麺 ・受領する藤 所
佐 、㈱'マ タケ 様 ・. 、大 船 渡 市 漁 協 様)

大船渡市消防団協力事業所
rmFtgつ 任Q日 相 右 、

二 業 所 名1交 付 年 月事

洋セメン ト㈱太平洋セメン ト㈱
大船渡工場 平成19年3月

龍振 鉱 業㈱ 平成19年9月

橋 爪 商 事㈱ 平成21年1月

大船渡市農業協同組合 平成21年3月

大船渡市漁業協同組合 平成22年1月

ア マ タ ケ ㈱ 平成22年1月

《
大

船

渡

市

消

防

団

協

力
事

業
所

表

示
制
度

》

こ
の
表
示
制
度
は
、
総
務
省
消

防
庁
が
平
成
19
年
1
月
よ
り

「消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を

設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

事
業
所
な
ど

(協
力
事
業
所
)
に

対
し

「消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
し
、
勤
務
中
に
お
け

る
団
員
の
消
防
団
活
動

へ
の
参
加

お
よ
び
活
動
環
境
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
協
力

事
業
所
の
社
会
貢
献
を
広
く
広
報

し
、
地
域
住
民
や
ほ
か
の
事
業
所

の
理
解
を

一
層
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
団
員
の
確
保
な
ど
地
域
防
災

の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

証

⑲

　
協

交
付
に
関
す

る
問

い
合
わ

せ
先

大
船

渡
消
防

署

消

防
団
係

容
2
7
-2
1
1
9
(内
線

33
)

'

◎
消

防
団
で
は
、
今
後

も
引
き
続

き
事
業
所

に
対
し
消
防

団
活
動

へ

の
理
解

と
協

力
を
お
願
い
す

る
と

と
も
に
、
消
防

団
員

の
確
保

に
向

け
、
積
極
的

に
こ

の
制
度

を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

圖
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平成22年 大船渡市消 防出初式は、平成22

さかり中央通り商店街とリアスホールを会場に開催されました。商店街では、

鋤
、.

、

、

1
㍉
k ＼

、'

」
、

　 ll

ン ◎℃
平 成22年1月/0日 、

◎
乾

まとい組が勇壮な掛け声とともに先陣を切り、ラッパ隊の吹奏にあわせて消 防団員、婦人

防火クラブ員、車両部隊が堂 々と行進し、沿道から熱い声援を受けました。

初 の式 典会場となったリアスホールでは、式典に先立ち消 防団協 力事業所表示証の交

付 が行われ、市 長から市 内の2事 業所 に表示 証が手渡 されました。式 典では、無火災

分団表 彰、ラッパ隊 ・まとい組員への表彰が静寂のなか行われました。

また、ラッパ隊の 「ドリル吹奏」 やホール全体を使った 「まとい振 り」も披 露され、活

気あふれるその姿は、団 員、婦人 防火クラブ員/,000人 余りと、 詰め掛けた一般観衆を

魅 了し、ホールを沸き立たせました。

最後に、参加者 全員で 「火の用 心」を三 唱し、 防火、防災の先頭に立つ決意を新た

にしました。

'∫ 二
∫塚 多

リアスホールにて年頭のあいさつをずる甘竹市長

、=コ7・一カ イス欝 磯

璽1羅
母のような女性

消防団に対しての希望
もっと若者が集まってほしい。
一生懸命がんばります

。

先輩から一言

入団おめでとう。みんな歓迎しています。
火災予防・消火などいろいろ大変で

すが、頑張ってください。

所属 第5分 団 第1部

氏名 磯 谷 雄

年齢19歳

特技 野球

趣味 音楽鑑賞

好きな女性のタイプ
かわいい子

消防団に対 しての希望

今 のままで満足 です。

よろ し くお願 い します。

先輩から一言

大変 な事 もあ る と思 うけ ど、 頑

張 って くだ さい。

所属 第6分 団 第1部

氏名 志 田 裕 将

年齢29歳

特技 ホース巻き

趣味 酒

好きな女1生のタイプ

酒井法子

消防団に対 しての希望

頑 張 ります ので、 よ ろ し くお願

い します。

先輩から一言

6-1の 人気者 です。

操法の選 手、頑 張ってください。

四
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気穣

所属 第7分 団 第1部

氏名 中 川 亮 平

年齢21歳

特技 木登り

好きな女1生のタイプ

松島菜 子々みたいな女性

消防団に対しての希望

ご指導よろしくお願いします。

先輩から一言

消防団生活が これから始まりま

すが、仲間と一緒に楽 しく頑張 っ
ていきましょう。

」」レ 趣味 クルージング

所属 第8分 団 第3部

氏名 菅 生 旭

年齢22歳

特技 太鼓

趣味 漫画鑑賞

好きな女性のタイプ

かわいいより、キレイ派

消防団に対しての希望

同年代の人たちが、入団しやすい

ような環境づくりを、お願いしたいです。

先輩から一言

ラッパ隊の訓練お疲れさまでした。
これからも、よろしくお願いします。

所属 第9分 団 第4部

氏名 鈴 木 英 行

年齢29歳

特技 駅伝

趣味 海釣り

好きな女性のタイプ
きれい好きで、穏やかな方

消防団に対しての希望

特になしです。十分です。
地域のために頑張ります。

先輩から一言

慣れないうちは仕事 との両立は
大変だ と思 うけれ ども、強い気持
ちをもって頑張ってほしい。

圖



平成2/年 に猪 川町 消 防 団が/00周 年 を迎 え、

記 念 事 業 として さまざまな活 動 が行 われ ま したので紹介 します。

平 成2/年8月2日(印 防 災 フェステ ィバルが猪 川 小 学校 校 庭 を会 場 に盛 大 に行 われ

ま した。 晴 天 の 中、 大船 渡 地 区地 方振 興局 駐 車場 か ら会 場 まで、 第7分 団第3部 の車 両

を先頭 に記 念 パ レー ドで始 まり、会 場 では、 ・」・隊訓 練 、 防 災 グッズ展 示 コーナー、煙 体 験 、

AEO体 験 、 バケツ リ レー、 消 火訓 練 、 第7分 団ポンプ操 法 、 は しご車 の展 示 な どが行 わ

れ ま した。 ・催 しには、 猪 川 地 区 消 防 後 援 会 、 猪 川 町 老 人 クラブ、 猪 川保 育 園お よび猪 川

小 学校 の 園児 、 児 童 とその父母 の皆 さん、 猪 川 町 各 地 域 自主 防 災 組織 、 猪 川町 婦 人 防 火

クラブ、 第7分 団、 大船 渡 消 防署 の8団 体 が参 加 しま した。
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また、 第7分 団第3部 屯所 には火 災予 防 を注

意喚 起 す る電 光 掲 示板 が設 置 され 、1/月/5日

(EI)に は、 記 念 式 典 が 市 内 ホテル で 開催 され ま

した。

この ような猪 川 田丁全 ・体 での さまざまな活動 は、

先 人 よ り継 承 されて きた防 災 意識 が、 次 世代 へ

と確 実 にっながれてい くもの と感 じられ、 大変 心

強 いもので した。

∠=2-7宮 イス麹鋤 ア
所属 第10分 団 第2部

氏名 鈴 木 昭 雷

年齢19歳

特技 食べること

趣味 食べること

好きな女性のタイプ
おもしろい人

消防団に対しての希望
一生懸命頑張 りますので

、 ご指
導よろしくお願いします。

先輩から一言

活動に積極的に参加 し、経験 を
積み重ね、今後入団する団員の手
本となって欲 しい。

所属 第11分 団 第1部

氏名 及 川 善 裕

年齢46歳

特技 すぐ寝られる

1趣 味 バイク

好きな女1生のタイプ

あたたかい人

消防団に対しての希望
ずいぶん年をとってからの入団で、ご

迷惑をおかけすることが多々あると思い
ますが、ご指導よろしくお願いいたします。

先輩から一言

消防団活動の即戦力、期待 して
います。

所属 第12分 団 第1部

氏名 金 野 大 嗣

年齢19歳

特技 パチンコ

趣味 運転

好きな女性のタイプ

おもしろい人

消防団に対しての希望

市民の安全を第一に考 え頑張 り
ましょう。

先輩から一言

数少ない高卒ルーキーとして、これ
からの消防団を担っていってほしい。

囹
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一(元副団長)
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宝

単

光

章(消防功労)

金

野

重

夫(元消防長)

瑞

宝

双

光

章(危険業務従
事
者)

新

沼

右

近(元消防長)

瑞

宝

双

光

章(危険業務従事

者)

■
市
政
功
労
受
賞
者

金

野

秀

俊

(元
分
団
長
)

治

安

功

労

平成2偉火災件数
(平 成21年1月1日 ～12月31日)

建 物 火 災 9件

林 野 火 災 1件

車 両 火 災 1件

船 舶 火 災 0件

その他火災 2件

合 計 13件

出動延人員
(消防団員) 1,278人

◎
消
防
団
員
募
集

消
防
団
は
、

「自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護

の
精
神
で
活
動
し
、

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
待
遇

消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を

有
す
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。
普
段
は
仕
事
を
も
ち
な
が
ら

郷
土
愛
護
の
精
神
に
よ

っ
て
活
動

し
て
お
り
、
公
務
災
害
補
償
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
額

報
酬
や
出
動
手
当
、
退
団
時
に
は

退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

や
、
消
防
団

へ
の
入
団
を
希
望
す

る
方
は
、
地
域
の
消
防
団
員
、
ま

た
は
大
船
渡
消
防
署

・
三
陸
分
署

・

綾
里
分
遣
所
に
そ
の
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

醗櫛謳凝 護到

 

・連
絡
先

大

船

渡

消

防

署

容
27

1

2

1

1

9

三

陸

分

署

容
44

1

2

1

1

9

綾

里

分

遣

所

公
42

1

2

1

1

9

『住宅火災による死亡原因の約6割 が高齢者の逃げ遅れです』

○新築住宅

平成18年6月1日 から

L,,◎既存住 宅

f平 成23年6月1日 から

大船渡地区消防組合火災予防条例における
住宅用火災警報器の設置義務化施行期日

 

饗
イ主宅用火災警報器は、あなたや家族の命を守るため

に大変有効です。

地域等で共同購入 し、イ主宅用火災警報器の設置率を

向上させましょう!

大船渡市では住宅用火災警報器により、火災を

未然に防いだ事例が2件 ありました。

'

圖

、
、

囲

集
畠

よ
回

消
防
出
初
式
で
は
、
例
年
に
比
し

て
寒
さ
が
増
す
な
か
、
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
リ
ア
ス
ホ
ー

ル
で
の
初

の
開
催
に
あ
た
り
、
成
功

に
向
け
全
団
員

一
丸
と
な
り
、
リ
ハ
ー

サ
ル
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
無
事
挙

行
で
き
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
ま
と
い
組
の
ま
と
い
振
り
、
ラ
ッ

パ
隊

の
ド
リ
ル
吹
奏
も
、
長
期
間
の

訓
練

の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

大
変
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

火
災
期
に
入
り
、
わ
た
し
た
ち
消

防
団
は
火
災
予
防
の
た
め
、
夜
警
巡

視
を
行

っ
て
い
ま
す
。
火
気
の
取
り

扱
い
に
は
、
十
分
な
注
意
を
お
願

い

し
ま
す
。
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編集部(団 本部)

、
、


